
20NICHIGIN 2014 NO.37

岡
山
支
店
の
開
設

　

江
戸
期
に
岡
山
藩
池
田
家
の
城
下
町
と
し

て
栄
え
た
岡
山
市
は
、
明
治
期
以
降
も
中
四

国
地
方
の
交
通
の
要
衝
の
地
と
し
て
発
展
を

続
け
ま
す
。

　

し
か
し
、
金
融
面
で
は
、
中
小
銀
行
が
乱

立
し
、
手
形
交
換
所
や
銀
行
集
会
所
も
設
置

さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
な
ど
、
必
ず
し

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
地
の

管
轄
が
遠
方
の
日
銀
大
阪
支
店
で
あ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
大
正
期
よ
り

大
原
孫ま

ご

三さ
ぶ

郎ろ
う

（
注
１
）
ら
銀

行
関
係
者
の
ほ
か
地
元
各

方
面
か
ら
、
岡
山
支
店
誘

致
の
運
動
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

（
注
１
）
大
原
孫
三
郎

　

 

岡
山
県
倉
敷
市
に
生
ま
れ
、
倉

敷
紡
績
（
ク
ラ
ボ
ウ
）、
倉
敷

絹
織
（
現
在
の
ク
ラ
レ
）、
中

国
合
同
銀
行
（
現
中
国
銀
行
）、

中
国
水
力
電
気
会
社
（
現
中
国

電
力
）
の
社
長
を
務
め
、
大
原

財
閥
を
築
き
上
げ
る
。

（
注
２
）
木
村
清
四
郎

　

 

第
四
代
日
本
銀
行
副
総
裁
（
大

正
八
年
〈
一
九
一
九
〉
三
月

～
大
正
十
五
年
〈
一
九
二
六
〉

十
一
月
）。
岡
山
県
生
ま
れ
。

中
外
商
業
新
報
（
現
日
本
経
済

新
聞
）を
経
て
日
本
銀
行
入
行
。

貴
族
院
議
員
。

（
注
３
）
専
売
局

　

 

大
蔵
大
臣
の
管
理
下
で
、
タ
バ

コ
・
塩
・
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
製
造
・

販
売
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
担

当
し
た
官
庁
。

（
注
４
）
後
楽
園

　

 

江
戸
時
代
初
期
に
岡
山
藩
主
・

池
田
綱つ
な

政ま
さ

に
よ
っ
て
造
営
さ
れ

た
元
禄
文
化
を
代
表
す
る
庭

園
。
日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
。

　

岡
山
支
店
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
山
陽
地
方
に
広
島
支
店
が
開
設
（
明
治

三
十
八
年
〈
一
九
〇
五
〉）
さ
れ
て
い
た
た

め
新
た
な
支
店
設
置
が
容
易
に
進
ま
な
い
な

か
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
三
月
に
、
岡

山
県
出
身
の
木
村
清せ

い

四し

郎ろ
う

（
注
２
）
が
、
第
四

代
日
本
銀
行
副
総
裁
と
な
り
ま
す
。

　

木
村
副
総
裁
は
、
支
店
開
設
の
実
現
に
大

い
に
尽
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

岡
山
お
よ
び
善ぜ

ん

通つ
う

寺じ

（
香
川
）
に
置
か
れ

た
陸
軍
師
団
や
、
鉄
道
・
専
売
局
（
注
３
）
関

係
の
国
庫
金
取
り
扱
い
に
便
宜
を
図
る
た

め
、
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
を
説
得
し
、
大

正
九
年
（
一
九
二
〇
）
に
岡
山
支
店
の
設
置

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

開
設
時
の
岡
山
支
店
は
管
轄
区
域
の
経
済

規
模
や
交
通
の
便
を
勘
案
し
、
岡
山
県
の
ほ

か
香
川
県
も
管
轄
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
現
在
は
岡
山
県
の
み
）。

　

日
本
銀
行
は
支
店
の
用
地
選
定
に
あ
た

り
、
日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
で
あ
る
後
楽

園
（
注
４
）
に
ほ
ど
近
い
か
つ
て
の
岡
山
城
二

の
丸
内
、
家
老
屋
敷
な
ど
が
あ
っ
た
土
地
に

着
目
し
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に
は
明
治
期
に

岡
山
医
学
専
門
学
校
と
岡
山
県
病
院
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
に
岡
山
市
鹿し

か

田た

町ち
ょ
う（
現
在
の

岡
山
大
学
医
学
部
の
所
在
地
）
に
移
転
し
た

た
め
、
そ
の
土
地
を
購
入
し
て
、
支
店
建
築

計
画
が
始
ま
り
ま
す
。（
図
１
）

岡
山
支
店
の
建
築

　

岡
山
支
店
の
設
計
は
、
長
野
宇
平
冶
（
写

真
１
）
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

中
村
茂
樹 
日
本
銀
行
文
書
局
技
師

　
瀬
戸
内
海
の
温
暖
な
気
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
岡
山
は
、
古
代
の
吉
備
国
の
時
代
よ
り
、

多
様
な
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　
第
七
回
は
、
岡
山
市
に
立
地
す
る
旧
岡
山
支
店
の
建
物
を
紹
介
し
ま
す
。

日
本
銀
行
旧
岡
山
支
店

7

日
本
銀
行
の
支
店
建
物

写
真
上
（
現
在
の
外
観
）
／
下
（
新

築
時
の
外
観
）（
日
本
銀
行
金
融
研
究

所
ア
ー
カ
イ
ブ
所
蔵
）

写真１　長野宇平冶　明治 26 年（1893）帝
国大学工科大学（現在の東京大学工学部）造
家（建築）学科を卒業。わが国屈指の古典主
義建築家として知られ、日本銀行本支店をは
じめとする数多くの銀行建築を手がけた。

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）
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長
野
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に

日
本
銀
行
技
師
と
な
っ
て
以
降
、
同
建
築
顧

問
の
辰
野
金
吾
（
注
５
）
と
と
も
に
大
阪
、
京

都
、
小
樽
な
ど
明
治
期
に
建
て
ら
れ
た
日

本
銀
行
の
支
店
建
築
の
す
べ
て
に
関
わ
り
、

一
連
の
支
店
建
築
が
終
了
し
た
大
正
元
年

（
一
九
一
二
）
に
日
本
銀
行
技
師
長
を
辞
し
、

翌
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
自
ら
の
長
野

建
築
事
務
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

独
立
後
、
長
野
は
、
辰
野
の
教
え
を
受
け

継
い
だ
代
表
的
な
後
継
者
と
し
て
、
独
自
の

古
典
様
式
に
よ
る
多
く
の
民
間
銀
行
の
建
物

を
設
計
す
る
傍
ら
、
日
本
建
築
士
会
会
長
と

し
て
建
築
家
の
職
能
確
立
に
尽
力
し
ま
す
。

長
野
建
築
事
務
所
は
、
建
築
部
門
を
大
幅
に

縮
小
し
て
い
た
日
本
銀
行
の
建
築
関
係
者
の

多
く
を
引
き
入
れ
、
日
本
銀
行
の
外
郭
設
計

組
織
の
機
能
も
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
工
事
の
施
工
は
、
辰
野
の
教

え
子
で
日
本
銀
行
本
店
建
物
の
建
築
に
も
関

わ
っ
た
山
本
鑑
之
進
（
注
６
）
が
設
立
し
た
工

務
店
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
藤
木
工
務
店

（
注
７
）
が
、
長
野
の
強
い
信
頼
と
期
待
を
受
け

て
創
業
第
一
作
と
し
て
請
け
負
い
ま
し
た
。

　

岡
山
支
店
開
設
が
決
定
す
る
前
年
に
没
し

た
辰
野
の
遺
志
を
継
い
で
、
辰
野
に
深
く
関

わ
る
長
野
と
山
本
の
二
人
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
建
物
と
も
い
え
ま
す
。

　

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
一
月
に
着
工
し

た
工
事
は
、
翌
十
一
年
（
一
九
二
二
）
三
月

に
完
成
し
ま
し
た
。

最
後
の
レ
ン
ガ
造
り
建
築

　

新
築
時
の
岡
山
支
店
は
本
館
、
金
庫
お
よ

び
機
械
室
・
宿
直
室
等
の
付ふ

属ぞ
く

家や

で
構
成
さ

れ
、
本
館
と
金
庫
は
金
庫
前
廊
下
で
接
続
さ

れ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

本
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
と
床

に
レ
ン
ガ
積
み
の
壁
を
併
用
す
る
複
合
構
造

の
二
階
建
て
で
、
レ
ン
ガ
積
み
壁
の
外
側
に

花か

崗こ
う

石せ
き

を
貼
っ
た
重
厚
な
石
造
り
風
古
典
様

式
の
建
物
で
す
。
建
物
正
面
の
三
角
ペ
デ
ィ

メ
ン
ト
（
注
８
）
や
、
外
壁
の
腰
部
分
に
一
列

に
彫
り
こ
ま
れ
た
波
状
模
様
（
写
真
２
）、
営

業
場
床
の
大
理
石
模
様
張
り
、
お
よ
び
同
一

階
天
井
の
漆し

っ

喰く
い

装
飾
（
写
真
３
）
な
ど
古
代
ギ

リ
シ
ャ
古
典
様
式
の
装
飾
に
も
特
徴
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
地
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
葺ぶ

き
の
屋
根
は
鉄
骨
ト
ラ
ス
構
造
（
注

９
）
の
小
屋
組
み
で
支
え
ら
れ
、
柱
の
な
い

二
層
吹
き
抜
け
の
広
い
営
業
場
や
（
写
真
４
）、

正
面
に
並
ぶ
巨
大
な
四
本
の
コ
リ
ン
ト
式

オ
ー
ダ
ー
（
注
10
）
の
独
立
円
柱
が
大
き
な
特

写真 3

（
注
５
）
辰
野
金
吾

　

 

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
工
部

大
学
校
（
現
在
の
東
京
大
学
工
学

部
）
造
家
（
建
築
）
学
科
を
第
一

回
生
と
し
て
卒
業
。
近
代
日
本
建

築
界
の
先
覚
者
。
日
本
銀
行
建
築

顧
問
。
日
本
銀
行
本
店
本
館
の
ほ

か
、
東
京
駅
な
ど
明
治
大
正
期
の

日
本
を
代
表
す
る
建
築
物
を
数
多

く
手
掛
け
た
。

（
注
６
）
山
本
鑑
之
進

　

 

工こ
う

手し
ゅ

学
校
（
現
工
学
院
大
学
）

を
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
。
辰

野
金
吾
の
下
で
日
本
銀
行
本

店
、
東
京
駅
、
日
本
生
命
旧
館

等
の
現
場
監
督
と
し
て
活
躍

し
、
の
ち
に
住
友
本
店
臨
時
建

築
部
を
経
て
、工
務
店
を
創
設
。

（
注
７
）
藤
木
工
務
店

　

 

大
阪
市
に
本
店
を
置
く
建
設
会

社
。
大
阪
の
山
本
鑑
之
進
工

務
店
に
勤
務
し
て
い
た
藤
木

正
一
が
、
山
本
鑑
之
進
の
事

業
を
継
承
し
て
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
創
業
。
主
な
施

工
例
／
大
原
美
術
館
、
旧
第
一

合
同
銀
行
本
店
（
中
国
銀
行
旧

本
店
）
ほ
か
。

（
注
８
）
ペ
デ
ィ
メ
ン
ト

　

 

西
洋
建
築
の
切
り
妻
屋
根
に
お

け
る
妻
側
屋
根
下
部
と
水
平
材

に
囲
ま
れ
た
三
角
形
の
部
分
。

（
注
９
）
ト
ラ
ス
構
造

　

 

小
さ
な
三
角
形
を
多
数
組
み
合

わ
せ
た
鉄
骨
構
造
。

写真 2

図２　旧岡山支店の平面図（新築時）

図１　歴代岡山支店の所在地
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れ
る
長
野
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

岡
山
支
店
完
成
の
翌
年
に
起
き
た
関
東
大

震
災
以
降
、
耐
震
性
に
劣
る
レ
ン
ガ
造
り
は

用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
同
支
店
は
日
本
銀
行

最
後
の
レ
ン
ガ
造
り
建
築
と
な
り
ま
し
た
。

金
庫
館
の
増
築

　

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
六
月
、
岡
山

市
内
全
戸
数
の
八
割
を
焼
失
す
る
空
襲
に
よ

り
県
庁
・
市
役
所
を
始
め
ほ
と
ん
ど
の
行
政
・

金
融
機
関
が
全
焼
す
る
な
か
、
岡
山
支
店
は

木
造
の
付
属
家
等
を
焼
失
し
た
の
み
で
本
館
・

金
庫
館
等
は
被
災
を
免
れ
ま
し
た
。（
写
真
７
）

　

空
襲
直
前
に
、
店
舗
の
裏
側
に
あ
っ
た
支

店
長
宅
が
空
襲
時
の
延
焼
防
止
策
と
し
て
取

り
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
、
店
舗
の
消
火
活
動

が
迅
速
に
運
ん
だ
こ
と
が
幸
い
し
ま
し
た
。

　

被
災
直
後
、
応
急
的
に
宿
直
室
等
の
復

旧
工
事
を
施
し
た
う
え
で
、
翌
二
十
一
年

（
一
九
四
六
）
か
ら
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）

に
か
け
て
、
店
舗
隣
接
の
支
店
長
宅
跡
地
を

取
り
込
ん
で
逐
次
付
属
家
の
増
改
築
を
施
し

ま
し
た
。（
図
3
）

　

一
方
、
戦
後
の
業
務
拡
大
に
よ
り
開
設
時

の
金
庫
館
の
み
で
は
狭

き
ょ
う
あ
い隘と

な
り
、
金
庫
を

順
次
増
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
戦
後
の
銀
行
券
保
管
量
の
著
し
い

増
加
に
伴
い
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

七
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
倉
庫
を

写真 4　旧岡山支店の営業場風景
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
写
真
５
・
６
）

　

こ
の
柱
は
、
日
本
の
古
典
様
式
建
築
の
中

で
一
番
均
整
の
取
れ
て
い
る
柱
と
も
い
わ

れ
、
古
典
様
式
建
築
家
と
し
て
高
く
評
価
さ

左／写真 5　正面玄関前に
並ぶ壮大なコリント式列柱

（
注
10
）
コ
リ
ン
ト
式
オ
ー
ダ
ー

　

 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
建
築
に
お
け
る

ド
ー
リ
ア
式
、
イ
オ
ニ
ア
式
と

並
ぶ
三
つ
の
主
要
建
築
様
式
の

ひ
と
つ
。
溝
が
彫
ら
れ
た
細
身

の
柱
身
と
、
ア
カ
ン
サ
ス
の
葉

が
か
た
ど
ら
れ
た
装
飾
的
な
柱
ち
ゅ
う

頭と
う

を
特
徴
と
す
る
。

（
注
11
）
水
島
工
業
地
帯

　

 

岡
山
県
倉
敷
市
に
所
在
す
る
工

業
地
帯
。
第
二
次
大
戦
中
の
三

菱
重
工
業
の
航
空
機
製
作
工
場

を
皮
切
り
に
戦
後
の
重
化
学
工

業
化
に
よ
り
発
展
し
、
全
国
的

に
も
有
数
の
巨
大
工
業
地
帯
の

ひ
と
つ
。

（
注
12
）
国
の
有
形
登
録
文
化
財

　

 

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の
文

化
財
保
護
法
改
正
に
よ
り
、
従

来
の
文
化
財
指
定
制
度
（
重
要

文
化
財
）
に
加
え
て
創
設
さ
れ

た
文
化
財
登
録
制
度
。
急
激
に

消
滅
し
つ
つ
あ
る
近
代
の
建
造

物
の
保
護
に
あ
た
り
、
よ
り
緩

や
か
な
規
制
の
も
と
で
幅
広
く

保
護
の
網
を
か
け
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

下／写真 6　柱頭を飾るア
カンサスの葉模様

図 4　旧岡山支店の平面図
（昭和 42 年金庫館増築時）

図 3　旧岡山支店の平面図
（昭和 26 年付属家増築時）

写真 7　空襲焼け跡に立つタール塗りの旧岡山支店
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代
用
金
庫
に
改
造
し
て
対
応
し
ま
し
た
。　

　

続
い
て
、
開
設
時
の
金
庫
館
の
老
朽
化
対

応
の
た
め
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

九
月
に
同
金
庫
の
改
修
に
併
せ
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
平
屋
建
て
の
金
庫
を
増
築
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
水
島
工
業
地
帯
（
注
11
）
の
発
展

に
よ
り
岡
山
支
店
管
轄
の
経
済
規
模
が
急

速
に
伸
張
し
、
銀
行
券
保
管
量
の
更
な
る

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
二
年

（
一
九
六
七
）
十
一
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
二
階
建
て
地
下
一
階
の
金
庫
館(

写

真
８)

を
増
築
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
併

せ
、
開
設
時
の
金
庫
は
取
り
壊
さ
れ
、
そ
の

跡
地
に
荷に

捌さ
ば
き

所
を
新
築
し
、
付
属
家
の
一

部
を
改
修
し
ま
し
た
。（
図
４
）

多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
の 

保
存
再
生

　

更
に
、
昭
和
五
十
年
以
降
の
業
務
機
械
化

の
進
展
に
伴
い
、
既
存
営
業
所
建
物
の
狭
隘

化
が
著
し
く
な
り
業
務
に
支
障
が
出
て
き
た

た
め
、
適
地
を
求
め
て
新
築
移
転
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

新
築
用
地
と
し
て
、
既
存
営
業
所
か
ら

北
に
二
百
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
旧
岡
山
赤
十

字
病
院
跡
地
を
購
入
し
、
昭
和
六
十
一
年

（
一
九
八
六
）
二
月
に
工
事
に
着
手
、
昭
和

六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
九
月
に
新
営
業
所

が
完
成
し
、同
十
月
に
移
転
し
ま
し
た
。（写
真
９
）

　

旧
営
業
所
の
土
地
建
物
は
銀
行
と
し
て
の

役
割
を
終
え
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に

岡
山
県
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
、
県
に
よ
る
県
立
図
書
館
の
移
転
候

補
地
と
し
て
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
旧
岡
山
支
店
建
物
の
歴
史
的
建
造
物
と

し
て
の
保
存
手
法
と
し
て
県
民
か
ら
疑
問
の

声
が
上
が
り
、
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
に

再
利
用
計
画
は
白
紙
に
戻
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
地
元
住
民
を
含
む
市
民
組
織

に
よ
り
活
用
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
、
翌
十
一
年
（
一
九
九
九
）
に
「
旧
日
銀

岡
山
支
店
を
活
か
す
会
」
が
設
立
さ
れ
、
同

活
か
す
会
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
、
平

成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）、
県
は
「
生な

ま
お
と音

を

活
か
し
た
音
楽
を
中
心
と
す
る
多
目
的
ホ
ー

ル
」と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
す
。

　

歴
史
的
建
築
物
の
本
館
建
物
に
対
す
る
補

強
と
再
利
用
の

た
め
の
改
修
と

い
う
困
難
な
工

事
は
平
成
十
七

年
（
二
〇
〇
五
）

に
完
了
し
、
同

年
に
本
館
建
物

が
国
の
有
形
登

録
文
化
財
（
注
12
）

に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
十
三
年（
二
〇
一
一
）

に
は
、
金
庫
館
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
も

完
成
し
ま
し
た
。

　

歴
史
的
建
造
物
の
銀
行
建
築
を
、
耐
震
補

強
を
含
む
質
の
高
い
多
目
的
ホ
ー
ル
へ
と
改

修
工
事
を
施
し
た
こ
と
に
対
し
、
平
成
十
八

年
度
の
Ｂベ

ル

カ

Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
賞
（
注
13
）、
さ
ら
に
市

民
組
織
と
地
方
自
治
体
の
連
携
に
よ
り
保
存

再
生
利
用
を
果
た
し
た
業
績
に
対
し
、
平
成

二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
に
日
本
建
築
学
会

賞
（
注
14
）
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
活
か
す
会
の
後
継
と
し
て
設
立
さ

れ
た
Ｂ
Ｏ
Ａ
岡
山
（
注
15
）
の
管
理
運
営
に
よ

り
、
市
民
か
ら
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
（
注
16
）
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
な
が
ら
、幅
広
い
多
目
的
ホ
ー

ル
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
10
・
11
）

　

こ
れ
か
ら
も
、
旧
岡
山
支
店
建
物
が
、
岡

山
の
文
化
芸
術
の
発
信
地
と
し
て
保
存
・
活

用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
注
13
）
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
賞

　

 

適
切
な
維
持
保
全
ま
た
は
優
れ

た
改
修
を
実
施
し
た
既
存
の
建

築
物
の
う
ち
、
特
に
優
秀
な
も

の
を
表
彰
し
、
わ
が
国
に
お
け

る
良
好
な
建
築
ス
ト
ッ
ク
の
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
表
彰
制
度
。
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
と
ベ
ス
ト
リ
フ
ォ
ー
ム
の
二

部
門
か
ら
な
る
。

（
注
14
）
日
本
建
築
学
会
賞

　

 

日
本
建
築
学
会
が
設
け
て
い
る

国
内
で
最
も
権
威
の
あ
る
建
築

の
賞
。
論
文
、
作
品
、
技
術
、

業
績
の
四
部
門
か
ら
な
る
。

（
注
15
） 

Ｂ
Ｏ
Ａ
岡
山

　

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
バ
ン
ク 

オ
ブ 

ア
ー
ツ
岡
山
」
の
略
称
。「
旧

日
銀
岡
山
支
店
を
活
か
す
会
」

の
旧
メ
ン
バ
ー
有
志
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
「
お
か
や
ま
旧

日
銀
ホ
ー
ル
」
の
指
定
管
理

者
（
岡
山
県
よ
り
平
成
十
六
年

〈
二
〇
〇
四
〉
十
月
指
定
）。

（
注
16
） 

ル
ネ
ス
ホ
ー
ル

　

 「
お
か
や
ま
旧
日
銀
ホ
ー
ル
」

の
愛
称
。
飲
食
機
能
を
持
つ
多

目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
、
岡
山
の

芸
術
文
化
の
育
成
・
発
信
を
目

的
と
す
る
用
途
に
使
用
。

写真 10　公文庫カフェ

写真 8　増築後の金庫館

写真 11　多目的ホール（旧営業場）

写真 9　現在の岡山支店


